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第
三
章

第

一
節

交

通

一

街
道
と
宿
場

交

通

・
運

輸

・
通

信
●

矢
吹
町
を
南
北

に
貫
通
す
る
街
道
は
、
奥
州
街
道
ま
た
は
奥
州
道
中
と
よ
ば

奥

州

街

道

れ
る
。
泉
崎
村
踏
瀬
か
ら
大
和
久
、
矢
吹
宿
を
経

て
鏡
石
町
久
来
石

へ
抜
け

る
ル
ー
ト
と
な

っ
た

の
は
十
六
世
紀
以
降

の
こ
と
で
あ

る
が
、
矢
吹
宿
は
、
天
正

六
年

(
一
五

七
八
)
に
奥
州
街
道

の
宿
駅
と
し
て
開
発
さ
れ
た
と
さ
れ
、
天
正
十
八
年

(
一
五
九

〇
)

に
町

割
も

お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。

江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
直
後

の
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
に
は
、
東
海
道

・
中
山
道

・
日
光

交
易

【写真1】 昭和10年 矢吹町(提 供 荒 井寿男)
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通第 一節 父

道

中

・
甲
州
道

中
と

と
も
に
江
戸
を
中
心
に
伸
び
る
五
街
道

の

一
つ
と
し

て
整
備
さ
れ
、

一
、
二
里
ご
と

に
周
辺
の
集
落
か
ら

の
強
制
移
住
に
よ
る
街
道
村
落
す
な
わ
ち
宿
駅
が

つ

く
り
出
さ
れ
た
。
町
内
で
は
、
大
和
久

・
中
畑
新

田

・
矢
吹

の
三
村
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

矢
吹
宿
は
水
戸
街
道
や
、
長
沼

・
勢
至
堂
峠
を
経

て
会
津
方
面

へ
抜
け
る
道

(会
津
街

道
と
も

い
う
)
と

の
分
岐
点

に
も
あ
た
り
、
交
通
の
.要
衝
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き

た
。
参
勤
交
代

の
奥

羽
諸
大
名

や
、
出
羽
一.一山
詣
り

の
修
験
者

・
旅
人
の
休
泊
所
と

な
り
、
芭
蕉

の

『奥

の
細
道
』

で
も
矢
吹
宿

に
宿
泊
し
た
記
録
が
あ
る
。

中
畑
新

田
宿
は
、
慶
長
元
年

(
一
五
九
六
)
に
中
畑
村

か
ら
街
道

の
両
側
に
民
家
を
移

し
て
中
畑
新

田
村
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

大
和
久
宿

に
つ
い
て
は
、
阿
弥
陀
前
と
堀
越

の
居
住
者

が
大
和
久

に
移

っ
て
宿
場
を
形

成
し
た
と
さ

れ
る
。
た
だ
し
、

「大
和

久
」

の
地
名
自

体
は
、
文
保

"
一年

(
=

二
一
八
)

の

「
関
東
下
知
状
」

「
自
川
文
書
」

に

「
大
和
久
郷
」

の
名
が

み
え

る
が
、

こ
れ
は
移
住

前

の
集
落
付
近

に
あ

っ
た
郷
名
と
考
え
ら
れ
る
。

街
道
沿

い
に
は
松
並
木
が
植
え

ら
れ
、
旅
路

の
目
印
と

な
る

一
里
塚
も
築
か
れ
た
。
現

在
、
町
内

で
は
た
だ

一
か
所
、
五
本
松

の
松
並
木
が
残

っ
て

い
る
の
み

で
あ
る
。

一
里
塚

も
、
大
和
久
と

五
本
松

の
間

の
七
曲
り
と
、
町

の
北
外
れ
の
石
地
蔵
付
近
に
あ

っ
た
と

さ

れ
る
が
、
今
は
そ

の
跡
形
も
残

っ
て

い
な

い
。

関
街
道
は
、
阿
武
隈
川
沿

い
に
南
北
方
向

に
伸
び

る
街
道
で
、
も
と

の

関

街

道

奥
州
道
中
で
あ
る
。
関
と
は
白
河

の
関
で
あ
り
、
そ

の
先

の
関
東
方

面
、

議
宿

斌 鰹 馨!濯翻

、遍

,..㌔署

司

讃

鯉
議

㍉

鯉
、

騙
、
、
『写
離

壽
越

∵

の

や

を

≠

.、
、
∬

儀

,
,ド

馨

一∵

蒙

葦

。簗

が

　

醍

際
薄

津
爆

嚢
.、

 .・
?

、
菰
鰍

話

鶴

過

【写真2】矢吹宿 「長沼屋源蔵」宿案内【与具3】 血 不松 の松亜不
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【写真4】 天保10年 須乗の道標(右 やま ・左スカ川)

【写真5】水戸街道常夜燈

 

っ
て
栃
木
県
那
須

町
方
面

へ
抜
け
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

わ
か

っ
て

い
な

い
。

水

戸

街

道

矢
吹
か
ら
中
畑
を
と

お
る
水
戸
街
道
も
、
古
く

か
ら
関
東
地
方
に
通
ず
る
道
と
し

て
開
か
れ
て

い
た
。
江
戸
よ
り
矢
吹
ま
で
五
七
里

(棚
倉
街
道

)

と

い
う
。
町
内
で
は
県
道

四
四
号

(棚
倉

・
矢
吹
線
)
と
ほ
ぼ
重
な
り
、
中
畑
新

田

(現
在
の
新

町
)

に
あ
る
奥
州
道
中
と

の
分
岐

点
付
近
に
は
常
夜
燈
が
残

っ
て
い
た
が
現
在
は
八
幡
神
社
入
口
に
移

さ
れ

て
い
る
。

中
畑

(中
畠
)
は
旧
奥
州
道
中
の
関
街
道
と
水
戸
街
道
と
の
合
流
地
点

に
形
成
さ
れ
た
宿
場

で
あ
り
、
三
筋
に
並
列
す

る
根
宿

・
本
村

・
原
宿

の
三

つ
の
集
落
に
わ
か
れ
、
地
名
や
家
並

に
旧
宿
場

の
面
影
を
残
し
、
継
立
問
屋
も
お
か
れ
て

い
た
。
慶
長
十
七
年

2

⊥全

二
)
三
月
、
こ
の
村

で
代

々

問
屋
役
を
勤

め
て
き
た
喜
左
衛
門

・
半
左
衛
門

・
新
左
衛
門
の
三
人

が
、
掃
部
が
お
こ
な

っ
て
い
る
問
屋
役

に
対
し
て
、
免
許
も
な
く
お
こ
な

っ
て
い

る
と
し
て
禁
止
を
願

い
出

て
い
る

(
「矢
吹
町
史
』
第
1
巻
通
史
編

二
八
七
頁
)
。

残
し

て
い
る
。
関
街
道

は
こ

の
三
城
目

の
集
落
を
南

北
に
連
な
る
現
在

の
県
道

二
八
三
号

と
ほ
ぼ
重
な

っ
て
お
り
、
中
畑
で
後
述
す

る
水

戸
街
道
と
合
流
す

る
。

白

河
の
関

の
正
確
な
場
所
も
含

め
て
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、

さ
ら
に
は
京
都

・
大
坂

へ
と

つ
な

が
る
道
と
し
て
、
古
代

よ
り
自

河
以
北

の
セ
要
な
交

通
路

で
あ

っ
た
。
慶
長
九
年

(
一
六
〇

四
)

に
新

し

い
奥

州
道

中
が
整
備
さ
れ

る
と
脇

街
道
と

し
て
機
能
し
た
が
、
本
街
道
が
発
達
す
る
に

つ
れ

て
次
第

に
廃
れ

て
い
っ
た
。

一.一城

目
は

こ
の
関
街
道

の
宿
駅

で
あ

っ
た
集

落

で
あ

り

、
古
く
は
問
屋
が
お
か
れ
て

い
た
。
街
道
沿

い
の
家
並

は
短

冊
状

の
町
割
が
な
さ
れ
、
わ
ず
か
に
宿
場
の
面
影
を

(中
畑

・
須
賀
川
線
)

そ
の
先

は
、
現
在

の
白

河
市
旗
宿
を
と
お

必
ず
し
も
よ
く
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中
畑
宿
か
ら
南
側
は
中
島
村
川
原
田
、

城
県
方
面

へ
く
だ

っ
て
い
く
道
で
あ

る
。
東
村
釜

ノ
子
、
棚
倉

町
堤
を
と
お

っ
て
棚
倉

に

い
た
り
、
現
在
の
国
道

=

八
号
と
し
て
久
慈

川
沿

い
に
茨

通第一節 交

二

阿
武
隈
川
舟
運
と
渡
し
船

阿
武
隈
川
は
、
那
須
連
峰
の
旭
岳
付
近
を
源
流
と
し
、
福
島

県

の
中
通

阿
武
隈
川
舟
運

り
を
北
流
し

て
宮
城
県
南
部

で
太
平
洋

に
注
ぐ
、
長
さ
二
三
九
キ

ロ
の

大
河
で
あ
る
。
沿
岸

は
古
く
か
ら
農
耕
文
化
が
栄
え

た
地
域

で
、
中

・
下
流
域
で
は
早
く
か

ら
交
通
路
と
し
て
利

用
が
盛

ん
で
あ

っ
た
が
、
上
流
に
な
る
と
川
幅
も
せ
ま
く
、
急
流
も
多

く
な
り
、
下
流

ほ
ど

の
繁
栄
を
み
せ
て
は

い
な
か

っ
た
。

嘉
永
、
一年

(
一
八
四
九
)

四
月
、
川
原
田
村
良

平
、
明
岡
村
茂
平
、
一.一春
町
逸
作

の
三
人

(
翌
年

大
和
久

村
市
右
衛

門

が
加

わ
り

四
人
)
が

、
幕
領
塙

代
官

に
あ

て
て
、
川
原

田
村

(現
中
島
村
)

か
ら
鬼

生
田
村

(現
郡
山
市
)
ま

で

一
二
里

(約

四
七
伶
ト
ル
)

の
通
船

開
設

を
願

い
出
た
。
彼

ら
は
、
い
ず
れ
も
問
屋

・
商
人

で
、
交
通
に
関
係

の
深

い
資
産
家
で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
人
が
私
財
を
投
じ

て
通
船
開
通
に
と
り
組
ん
だ

の
で
あ

る
。
嘉
永
七
年

(11
安

政

元
年

〈
一
八
71
四
〉
)
塙
代
官

が
、
川
筋

の
村

々
と
川
路
を
検
分
し
、
安
政

二
年

(
一
八
五

五
)
八
月
か
ら
三
か
年
間
試
通
船
と

い
う

こ
と

で
、
よ
う
や
く
通
船

の
許
可
が
出
た
。

し
か
し
、
船

を
と

お
す

に
は
川
幅
や
水
深
が
あ
る
程
度
必
要

で
あ
り
、
川
原
田
村
か
ら
鬼

生

田
村
ま
で

の
区
間
の
川
幅

や
水
深
は
所
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
あ

っ
た
た
め
、
通
船
許
可
を

しサ
/1

《 」戦 、.一

/講 え

獣織
【写真6】阿武隈通船絵図の一部(円 谷重夫家蔵)
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受
け

て
本
格
的
な

川
路
改
修
工
事

が
は
じ
ま

る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
予
想
以
上
の
難
工
事
と
な
り
、
三
年

間

の
通
船
許
可
の
期
間
内

で
の
完
成
は
な
ら
ず
、
本
格
的
な
営
業

に
い
た
ら
な
か

っ
た
た
め
、

五
か
年
間

の

延
長
を
願

い
出
て
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
か
ら
文
久
一
.年

(
一
八
六

二
)
ま
で
営
業

が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
間
に
、
最
大

の
難
所

で
あ

っ
た
竜
崎
村

の
滝
場

(乙
字

ガ
滝
)

の
工
事
も
終
り

、
よ
う

や
く
船
が
と

お
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
文
久
二
年

の
期
間
切
れ

に
際
し
て
も
、
再
延
長

の
許
可
を
得

て
、
文
久
三
年
か
ら

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
ま

で
、
さ
ら
に
五
か
年
間
許
可
に
な

っ
た
。
そ

の
後
も
、
た
び

た
び
出
水
す
る
た

び

に
川
路

の
改
修
を
重
ね
、
よ
う
や
く

順
調
な
営
業
が
で
き

る
よ
う

に
な

っ
た
。

明
岡
村
円
谷
家

代
官
所

の
許
可
を
得

て
通
船
が
開
始
さ
れ
た
当
初
、
河
岸
場
は
、
川
原
田

.
明
岡

.
中

と
通
船
の
盛
衰

宿

・
鬼
生
田
の
四
か
所

に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
建
物
と
倉
庫
が
建

て
ら
れ
た

こ
と
が
記
録

に
残

っ
て

い
る
。

こ
の
う
ち
、
矢
吹
町
内

に
あ

っ
た
明
岡

の
河
岸

は
、
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)

の
通
船

の

願

い
出
に
加

わ

っ
た
明
岡
村

の
庄
屋
円
谷
茂
平

の
屋
敷
付
近
に
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
円
谷
家
は
茂
平

・

茂
惣
平

・
庄

三
の
三
代

に
わ
た
り
莫
大

な
私
財
を
投
じ
て
阿
武
隈
通
船

の
開
始
に
尽
力

し
て
き
た
。
戊
辰
戦

争
後
も
新
政
府

に
対
し

て
通
船

の
再
開
を
願

い
出
、
川
路
を
延
長

し
て
白
河
よ
り
福
島
ま

で
と
し

て
許
可
を

与
え
、
こ
れ
を
受
け

て
川
路

の
整
備
に
と
り
か
か

っ
た
が
、
廃
藩
置
県
な
ど

の
影
響
に
よ
り
再
開
が
遅
れ
、

よ
う
や
く
明
治
セ

三
年

(
一
八
八
〇
)

に
な

っ
て
通
船
が
再
開
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し

て
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
実
現

に
い
た

っ
た
阿
武
隈
川
上
流

の
舟
運
で
あ

っ
た
が
、
明
治
維
新
後

、

後
述
す
る
道
路

の
改
修

に
よ
る
陸
路
輸
送

の
飛
躍
的
な
発
達
に
と
も
な

い
、
人
や
荷
物

の
運
搬
は
馬
車
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
特
に
明
治
卜

四
年

(
一
八
八

一
)
ご

ろ
か
ら
宇
都
宮

・
福
島
問

に
定
期
馬

車
が
走
り
は
じ
め
る
な
ど
、
陸
上
交
通
機
関
が
飛
躍
的
に
発
達
す

る
と
と
も
に
、
阿
武
隈

川
通
船
は
急
速
に

【写真7】明岡の河岸跡
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通第一節 交

衰
退
し
、
明
治
十

五
年
末
ご
ろ
に
は
、
舟
運

に
よ
る
輸
送
は
廃
止

に
追

い
こ
ま
れ
て

い
る
。

矢
吹
町
と
対
岸

の
玉
川
村

・
石
川
町
と
の
問
の
阿
武
隈
川
に
は
、
現
在

三
か
所

に
橋

阿
武
隈
川
の
渡
し
船

が
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
川
の
両
岸

に
針
金
を
渡
し
て
手
操
り
寄
せ

る
方
式

の
渡

し
船
が
あ

っ
た
。

こ
の
渡

し
船

の
あ
る
場
所
を

フ
ナ
バ

(船
場
)
と

い

い
、
町
内
で
は
明
岡
新

田

・
中
野
目

(川
辺
)
・
三
城
目

の
三
か
所

に
あ

っ
た

こ
と
が
確
認

で
き

る
∩.
フ
ナ

バ
の
管
理
は
川

の
ど
ち
ら

か

の
側
に
船
頭
小
屋
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
の
船
頭
が
収
穫
期
に
関
係
す

る
集
落
を
ま
わ

っ
て
、
利
用
度

に
応
じ

て
戸
別
に

「す

く

い
」
と
よ
ば
れ
る
利
用
料
を
集
め
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

の
利
用
者
か
ら
は

一
回

一
、

二
銭

く
ら

い
の
船
賃
を
徴
収
し

て
渡
し
た
と

い
う
。

明
岡
新
田
の

フ
ナ
バ
は
、
明
新
橋

の
や
や
上
流
、
阿
武
隈
川
と
社
川
の
合
流
点

の
ド
流
に
あ

っ
た
。

こ
こ
は

川
幅

が
せ
ま
く
小
船

で
あ

っ
た
た
め

に
船

頭
小
屋
は

な
く
、
「
す
く

い
」

の
制
度
も
な
か

っ
た
と

い
う
。
昭
和
五
年
十
月
に
明
新
橋

が
完
成
す

る
ま

で
利
用
さ
れ
て

い
た
。

な
お
、
明
新
橋

の
完
成
当
時

の
渡
り

は
じ
め

の
記

中
野
目
に
あ

っ
た
フ
ナ
バ
は
川
野
目
橋

の
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流

に

あ
り
、
対
岸

の
玉
川
村

川
辺
に
船
頭
小
屋
が
あ

っ
た
た
め

「
川
辺

の
フ
ナ

バ
」
と
よ
ば
れ
て

い
た
。
中

野
目
側
か
ら
渡
る
と
き
は
大
声

で
船
頭
を
よ

ん
だ
と

い
う
。
船
は
長
さ
約

二
〇
メ
ー
ト

ル
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
、

大
正
ご
ろ
ま
で
は
川
辺
側
に
茶
店
が
あ

っ
た
。
昭
和
初
期

に
道
路
が
県
道

に
昇
格
し
た
こ
と
に
よ
り
、
渡
し
船
も
県

の
管
理
下
と
な
り

、
船
頭
は
県

【写真9】 昭 和5年 明新橋 の渡 りは じめ

【写真8】明岡河岸運賃 「定」(提供 円谷重夫)【写真10】 現在の明新橋
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職
員
と
な

っ
て
朝

八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
業
務

に
か
わ
り
、
川
野
目
橋
が
か
け
ら
れ
る
ま

で
利
用
さ
れ
て

い
た
。
川
野
目
橋
は
、
昭
和
六
年

八
月

に
架
橋
し
た

(三
神
小

『郷
土
史
』
)
。

三
城
目

の
フ
ナ
バ
は
、
玉
城
橋
よ
り
も

七
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流

の
東
川
原
と
よ
ば

れ
る
付
近

に
あ
り
、
船

の
色

に
由
来
す
る
の
か

「黒
船

の
渡
し
」
と

い
う

別
名

が
あ

っ
た
。
こ
の
付
近

は
、
洪
水

で
川
の
流
域

が
常

に
変
化
し
て

フ
ナ
バ
は
移
動
し
て

い
た
ら
し
い
。
船
賃
は

「
す
く

い
」
制

度

で
三
城
目

の
人
は
無
料
、
隣
村

の
泉
村

(現
玉
川
村
)

の
住
民
で
定
期
的

に
利
用
す
る
家
で
は
、
年

に
米

一
升
五
合
で
契
約
し

て
収
穫
期
に
集
め
た

と

い
う
。
そ

の
ほ
か
の
人

は
、

一
、
二
銭
の
船
賃
を
支
払

っ
て

い
た
よ
う

で
あ
る
。

船
頭
は
、
陣

ヶ
岡
の
小
室
氏

や
佐
久
間
今
朝
吉
氏
が

つ
と
め
、
昭
和
十

二
、
三
年
ご
ろ
ま
で
利
用
さ
れ
た
と

い
う

。
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三

交
通
の
発
達
と
生
活
圏
の
拡
大

鉄
道
の
開
通

東
京

.
青
森
問

の
鉄
道
敷
設
の
動
き
は
、
す

で
に
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
か
ら
は
じ
ま

っ

と

矢

吹

駅

て

い
た
が
、

日
本
鉄
道
会
社
が
宇
都
宮

・
白
河
間
が
着
工
し
た
の
は
明
治
十
九
年

(
一
八
八

六
)

三
月
、
同
年
八
月
に
は
白

河

・
福
島
問
が
着
工
し
、
明
治

二
十
年

(
一
八
八
七

)
七
月
十
六

日
に
黒
磯

・

郡
山
間
開
通

に
と
も
な

い
矢
吹
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
東
京

・
青
森
間
、
約
七
四
〇
岱

£
の
全
通
は
、
明
治
二
十

四
年

(
一
八
九

一
)
九

月

一
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

建
設
着
工

に
先
だ
ち
、
白

河

・
矢
吹
問
は
現
ル
ー
ト
の
ほ
か
、
白
河
か
ら
阿
武
隈

川
岸
を
く
だ
り
、
泉
崎
村

く

け

　つ

関
平
か
ら
泉
川

に
沿

っ
て
中
畑
を
と
お
る

ル
ー
ト

の
案
も
あ
り
、
泉
川
沿

い
に
測
量

の
杭
打
ち
が
な
さ
れ
た
と

も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

矢
吹
駅
開
業
当
時

の
隣
接
駅

は
、

の
ぼ
り
が
白

河
駅
、
く
だ
り
が
須
賀
川
駅
で
あ

っ
た
。
明
治

二
十
年

の
運

【写真11】 明治25年 の蒸気機関車
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明
治
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十
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日
本
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道
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・・郎
)

第一節 交 通

車 列 り 下

上

野

監

竈

間

列

車

運

車專

時

刻

略

表

臨皿

竈

着

仙

毫
〃 〃

桑

折
〃〃

福

島
〃 〃

松

川
〃〃

二

本

松
〃 〃

本

宮
〃 〃

郡

山
〃 〃

須
賀
川
〃〃

矢

吹
〃〃

白

河
〃〃

黒

磯
〃 〃

宇
都
宮
口×

上

野

襲

騨

名

九
二
〇

ノ＼ノ、
[几H几1
ノ＼一ヒ

ノ又ノ又
二 二
六 一一

△ △

.ヒ し

五 五..=○

ヒ ヒ
ー○

μq九

ノ{/'{

μし1こ

○!1=

!層く ノく

⊂)⊂)

し 六

11=!1二

==

八{

四

11= 分

●

午

前

猶

6
0

△ △

一一九

〇1Il
二..ヒ

九
一
.

五 分

ρπ π

1「
(⊃○

ヒ
=
c⊃

△ △

四 四
1!:π
ノしヒ

[」Li四

一ニーニ

ノ!1(⊃

三三
四 四
八 ヒ

三三
二二
二 二 二 二一 一

七 六

一 一一 一

△ △

='=一
一炉一一
ノ瓦ノ、

:1
1rl四
四 九

::

四 四
九11L1

「 ■

⊂)c-)

δ:

ヒ
⊂)
○ 分

二
五五
一
一一

五 五一こ「
ノ1《一

ノし

'r=

⊂)

ノし ノし
一 一

八.ヒ

ノk八.

五.π

/1{一

ノ、ノ、
二 ニ
モー二

△

.ヒ.ヒ
四四
.ヒ五

七 七
一 一一
六 六
五 五
二.一

六 六一 ⊂)

五 ノく

五 五一 一

⊥1=0

こ ご
こ=
六 し

.

ニ

ノIl分

モ

午

後

獲

九五

七
四
五

四
〇
〇 分

四

分

●

車 列 り ヒ

.ヒ 宇 黒 白 矢 須 郡 本 二 松 祠 桑 仙 盤 騨
都 賀 本野
宮 磯 河 吹 川 山 宮 松 lll 島 折 毫

竈

着 ク 〃 ク 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ク 〃 〃 〃 〃 〃 口 × 號 名

上

六 μL! ● 野

!【= (⊃ 分 午 整

一

竈

⊂) ノく
一一 ・ 前 間

1・Li

=
κ 分 列

幽 一 '一

△△ 獲 車

三 =.'
=ゴ

一 一⊂) 九 ノL ノしノし 八,ノ 丸 ノLノ又 ヒ.ヒ 七.ヒ
⊥ ⊥
ノ、/、 六 二 蓮

五 '一 O/1= ノ1=ハ= =二 三π 11=二 五 π ニ ー 五五 二
0 「三ノ父

一三八
八.{ =・ {ヒ π ノ、 こ「 四九 ノ、七 五 分 韓
△△ △△ 時

・ 一 一 一 一 一 一
二 二π

七 四 四 三 三 ニ ー一一 二 」
ヤ 幽

.. =π 一 一 ○○ 九九 七七 六 三 刻四 三 三 (⊃⊂) o.∫1:.. ⊂)⊂) ∫ ∫ (⊃⊂) =畠 ○○ 二三7三 圧五 三 二, 五一 一 一

五 五Q 六 ・三 七 七五 三= ノし八 =・ 四 ノし 八七 1三〇 ノ又三 ○.五 五分 午 略
△△

五 五 四 二 二. 一 四 後
表

ヨ 0/1二
一
・一 四

一 一

O/1= (⊃ ナτ二 五分

一
△△ 登

○ 九九 ノ又ノ又 ノ、ノ＼ .しニヒ し ヒ 六六 六 六 'L ●
四 一こ二 五 五 二.一 四四 (⊃O {= 一(⊃ ・

二 四九
一
一一
一こノ、
五 四 九四 六: ⊂)ノ し L 分

表

中

.一.四

ハ
旅
客

列
肛
、
●

ハ
貨
物

列
車
、

ム

ハ
上
下
列
車

行
合

フ
所
、

×
ハ
着
車
ロ

ハ
発
申

ノ
時
間
ナ

リ
。

〔岩
磐
史
談

第
四
号
)

773



第三章 交通 ・運輸 ・通 信 ・交易

【表
2
】
明
治
二
十
年
こ
ろ
の
汽
車
運
賃

旅
客
賃金

表

上

等

中

等

下

等

上
野
宇
都
宮
間

円

銭二、○○

円

銭雫、=」

円

銭○、六六

宇
都
宮白

河
問

一
、

四
三

O、

九
六

○、

四
八

白

河

矢

吹

間

○、

二
七

○、

天

○、

〇
九

矢
吹
須
賀
川
間

○、

二
〇

O、
一

四

○、

〇
七

須
賀
川
郡
山
間

○、

二
〇

O、
一

四

○、

○
ヒ

郡

山

本

宮

間

○、

二
七

O、
一

八

○、

〇
九

本
宮一
.

本
松

間

○、

一

八

Q、
一

二

○、

〇
六

一
.

本

松
松
川

間

○、

一

八

○、
一

二

○、

〇
六

松

川

福

島

問

○
、

一

ピ

○、
一

六

○、

〇
八

幅

島

桑

折

間

○
、

一
.

四

Q 、

=ハ

○、

〇
八

桑

折

仙

皇

問
.
、

二

O 、

八
=

○、

璽

仙

皇

塩

釜

間

O 、
一

6

○
、

一
、

○

○、

δ

合

計

六、

七
瓦

四、

瓦
○

一
、

一

.

κ

(岩
磐
史
談

【表
3
】
矢
吹
駅
発
送
貨
物
種
別

第

四
ロゲ
)

行
ダ
イ
ヤ
は
、

の
ぼ
り

・
く
だ
り
と
も
、
貨
物
列
車

一
便

、
旅
客
列
車

二
便
で
あ

っ
た

(表

1
参
照
)
。

上
野

・
矢
吹
問

の
所
要
時
間
は
六
時
間

二
八
分
で
あ

っ
た
が
、
馬
車

や
人
力
車
を

み
て
い
た
当
時

の

人

々
に
と

っ
て
は
夢

の
よ
う
な
速

い
乗
り
物

で
あ

っ
た
。

旅
客
運
賃
は
、
矢
吹

・
白
河
駅
間
が
上
等

二
七
銭
、
中
等

一
八
銭
、
下
等
九
銭
。
矢
吹

・
須
賀
川
駅

間
が
上
等

二
〇
銭
、
中
等

一
四
銭
、

下
等
七
銭
で
あ
る

(表

2
参
照
)
。

そ
の
後

、
年
を
追
う
ご
と
に
利
用
者
は
増
え
、
発
着
の
貨
物
量
も
年

々
増
え

て

い
る
が
、
特
に
発
送

貨
物
が
多
く
、
木
材

・
薪
炭

・
穀
物

の
順

に
多
く
な

っ
て
い
る

(表
3
参

照
)
。

矢
吹
駅

の
開
設
は
、

三
神

・
中
畑

・
信
夫

・
大
里

・
滑
津

な
ど

の
周

辺

の

駅
周
辺

の
に
ぎ
わ

い

村
々

へ
の
求
心
力
を
強
め
、
矢
吹
村

(町
)
が
街
道
の

一
宿
駅
か
ら
大
き
く

変
化
し
、
中
核
的
集
落
と
な
る
源
と
な

っ
た
。
明
治
二
十

八
年

に
は
、
国
道
と
駅
を
結

ぶ
七

二
間

(
一

三
〇
メ
ー
ト
ル
)
が
県
道
と
し
て
編
入
改
修
さ
れ
て

い
る
。

矢
吹
駅
の
開
設

に
と
も
な

い
、
馬
車
な
ど

の
輸
送
形
態
も
大
き
く
変
化
し
、
長
距
離

の
乗
合
馬
車

・

タ 生 木 薪

材 酒バ

コ 糸 板 炭

明

治

二

十

三

年

度

璽璽莫≡診

こ 雑 雑 漆
ん
米 に
や
く 穀 貨 器

一一 一 一 ㌦ト

八 ⊂1ノ く ⊂50ン

木 そ 石 木 薪

材の

皮 他 材 板 炭

明

治

四

十

年

度

=四 些

錨 鍵 勤

ま 肥 雑

酒 米

ゆ 料 穀

_二 二 死 型 ト
八1凋 九 ノ{七 ン

石 木 薪

麦 米 杉

材 板 炭

明

治

四

十

四

年

度

ノミ へ

八 ム ニ、逃 ト
π三 ン=L=ノF.

塩 絹 麦 ま

干 酒

魚 布 粉 ゆ

≡ 六 六 トー一一 一 二 三 三 ン

(
『
矢
吹
町
史
』
第
3
巻
資
料
編
H
5

二
〇
五
)

『矢
吹
町
史
』
第
3
巻
資
料
編
n
5

一〇
六
)

升
を
ト
ン
に
換
算

(
『福
島
県
統
計
書
』
V
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通第一節 父

郵
便
馬
車

な
ど
は
、
そ
の
任

務
を
鉄
道

に
譲
り
、
荷
車

・
人
力
車

・
馬
車
な
ど
は
鉄
道

の
補
助

機
関
と
し
て
、

螺

簸

弼
醐鷲

鍵

適仰耐獅

蘇
藷
翻
賑

叶罪

幽

・
ム只

荷
車
は

四
八
台
と
記
録
さ
れ
二
+

三
年

に
は
荷
馬
車
三
三

只

三
神
村

に

=
只

中
畑
村

に
九
ム
ロ
の
計

櫛

』

駅

四
ニ
ム只

荷
車
は
矢
吹
村
六
ニ
ム只

三
神
村
六
ムR

中
畑
村
西

ム]
で
計
八
三

口と
ふ
え
て
い
奪

矢
吹
横
川

島

偲

運
送
店

(横
川
栄
助
)
は
小

口
運
送
店
と

し
て
二
+

二
年
に
は
、
若
松

.
石
川
方
面
に
路
線
拡
張
を

は
か

っ
て

』

呉

画

鋤

窒
露
繰
隷

講
糟
翫

離

儲
響
一難
錨
㎞鞍
謹
聾
峠

屍

鱒

惣
雛

鶏

難

鞭

晴
綜
縁

運
搬
を
な
せ窪
鉄崩れ
ど
も
道
路
平
坦な
れ

嘉

撫

開

明
治

二
十

二
年

(
一
八
八
九
)

四
月

一
日
、
矢
吹

・
中
畑
新
田

・
大
和
久
の
三
村

が
合
併
し

て
矢
吹
村
と

な

り

、
明
治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)
十
二
月

一
日
に
は
、
矢
吹
町
と
な

っ
た
。
矢
吹
町
は
こ
の
地
方

で
は
唯

一
の
町
制
施
行
地

で
あ
り
、
大
正
九
年
ご

ろ
に
は
人

口
が
約
三
〇
〇
〇

人
に
達
し
、
駅
周
辺
に
は
矢
吹
銀
行
、
白

河
実
業
銀
行
支
店
、
須
賀

川
銀
行
支
店
な
ど

の
金
融
機
関
、
白
河
裁
判
所
矢
吹

出
張
所
、
白
河
警
察
署
矢
吹

分
署
、
町
役
場
な
ど
の
官
公
庁
が
集
ま

っ
て

い
た
。
ま
た
、
毎
年
春
の
十

一
日
間
は
西
白

河
郡

北
部
か
ら
岩
瀬
郡

一
帯

に

か
け
て
の
馬
が
集
ま
る
羅
市

が
開
催
さ
れ
る
な
ど

、
町

の
発
展
に
駅
開
設
が
果
た
し
た
影
響

は
大
き
か

っ
た
。

明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
、
政
府

は

「
河
川
港
道
路
修
築
規
則
」
を
定
め
、
全
国

の
道
路
を
三
段
階
に
わ
け
、
各

地
方

を
結

ぶ
道

道
路
網

の
発
達

路
を

一
等

道
路
、

こ
れ
に
通
じ

る
脇
道
を

二
等

道
路

、
村

や
町

の
道
路
を

三
等

道
路
と

し
た
。
旧
奥

州
道
中

の
踏
瀬

(泉

崎

村
)
・
大
和
久

・
中
畑
新

田

(新

町
)
・
矢

吹

・
久
来
石

(鏡

石
町
)
を
結

ぶ
道
路
は
、
陸
羽
街
道
と
改
称
さ
れ
、

一
等
道
路

に
な

っ
て

い
る
。
そ

の
後
、

同
九
年

(
一
八
七
六
)
六
月
、
道
路

の
等
級
を
廃
し
て
国
道

・
県
道

・
里
道
と
し
、
さ
ら

に
使
途

・
道
幅
な
ど

に
よ

っ
て
三
等
級

に
わ
け
た
。
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【写真13】 改修後の七 曲り 明治17年

簸 》竃 寒
【写 真14】 現 在 の 七 曲 り

　 ウ
へち コ

ニ し り}嶋 唱 ≒難

ノ仁だ

μ㌧ 攣
㌦

や避

1響 ・
ミ　 む も　 　 ヂ

瓢 謡

鑓

縛.

ボ 畜 ▽

【写真15】 道路元標 〔旧役場前 現東月1銀イ1前)

 

陸
羽
街
道

(旧
奥
州
街
道
)
は
、
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
国
道

六
号
と
改
称
、
大
正
九
年

(
一
九

二
〇
)
に
第
四
号
国
道
と
な
り
、
東
京

・
福

島

.
青
森
を
結
ぶ
東
北
縦
貫

の
幹
線
道
路
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
車
馬
の
通
れ
る
道
路
と
し
て
坂
道

や
通
行
困
難
な
所
を
と
り
の
ぞ
く

工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
明
治
十

二
年
か
ら
同
十

四
年

に
か
け
て
、
四
〇
結
ト
ル
に
わ
た
り
改
修

が
施
さ
れ
、
明
治
十
五
年
か
ら
同
十
七
年

の
問
に
、
宮
城

県
境
貝
田
ま
で

一
二
二
結
ト
ル
の
全
線

の
坂
道
を
新
道

に
か
え
る
工
事
を
完
成
し

て
い
る
。
こ
の
と
き
、
大
和
久

・
赤
坂
、
通
称
七
曲
り
も
当
時

は
南
側

の
高

い
山

の
中
腹
を
道
が
走

っ
て
い
た
が
、
山
を
切
り
く
ず
し
て
新
道
を

つ
く
り
、
現
在

の
道
路

に
し
た
。
ま

た
、
松
並
木

の
路
盤
を
け
ず
り
、
坂
道

の
調
整
を
し
て

い
る
。

福
島
県
で
も
、
明
治
十

二
年

(
一
八
七
九
)
か
ら
同
二
十

五
年

(
一
八
九
.
一)
に
か
け

て
、
大
規
模
な
道
路
事
業
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
町
内
を
走
る

県
道
は
、
矢
吹

.
小
野
線

(四
二
号
)
、
石
川

・
矢
吹
線

(
↓
〇
六
号
)
、
棚
倉

・
矢
吹
線

(四
四
号
)
、
矢
吹

・
天
栄
線

(五
八
号

)
、
郡
山

・
矢
吹
線

(五
五
号
)
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
矢
吹
を
基
点

に
し
て
お
り

、
こ
こ
に
も
古
く
か
ら
の
交
通

の
要
衝
で
あ

っ
た
矢
吹
宿

の
名
残
が
う
か

が
え
る
。
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輸第 節 運

第
二
節

運

輸

 

一

さ
ま
ざ
ま
な
運
搬
法
と
運
搬
用
具

人
が
物
を
肩
に
担

い
だ
り

、
背
負

っ
た
り
し
て
運
ぶ
方
法
は
、
も

っ
と
も
原
初
的
か

つ
基
本

人

力

運

搬

的
な
運
搬
法
と

い
え

る
が
、
今

日
で
も
人
力
で
運
べ
る
大
き
さ

や
重
さ

の
物
を
、
短

い
距
離

だ
け
運
ぶ
場
合

は
、
人
力

で
運
ぶ

の
が
常

で
あ

る
。
そ
の
た
め

の
運
搬
用
具
は
、
運

ぶ
も

の
の
種

類
、
運
び
方
、

運

ぶ
場
所
な
ど
に
応
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま

に
使

い
わ
け
ら
れ
て
き
た
。

0
ザ

ル

(旅
)

篠
竹

・
竹
な
ど
を
細

か
く
割

っ
て
格
子
状
に
編
み
あ
げ

て

つ
く
る
容
器

で
、
容
量
は

一
斗
ザ

ル
、

一
升
ザ
ル
、
五
升
ザ

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ

る
。

主

に
穀
物
や
野
菜
な
ど
収
穫
し
た
農
作
物
を
運
ぶ
た
め
の

.
時
的
な
道
具

と

い
え
る
が
、
運
ん
だ
物
を
そ

の
ま
ま
屋
内
で
保
管

す
る
場
合

に
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ

る
。
農

家
で
は
現
在

で
も
使

っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多

い
が
、

農
家
以
外

の
家
庭

で
は
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な

っ
た
.、

○

ハ
ケ
ゴ

・
ビ
ク

ハ
ケ
ゴ
は
、
篠
竹
を
編

ん
で

つ
く

る
カ
ゴ
で
、

口
の
ド
に
や
や
総
れ
た

【写真17】 ハケゴ(提 供 後藤助 一郎)

¶
叢
懸

【写真16】 大ザル(提 供 後藤助 一郎)【写真18】 ビク(提 供 円谷徳重)

381



第三章 交通 ・運輸 ・通信 ・交易

部
分
を

つ
く

っ
て
そ
こ
に
ひ
も
を
回
し
て
し
ば
り
、
腰
に
巻

い
て
さ
げ

る
。

大
小

二
種
類
が
あ
り
、
大
き

い
も

の
は
養
蚕
農
家
で
桑
摘
み
用
に
使
わ
れ

た

の
で
、
ク

ワ
ト
リ

ハ
ケ
ゴ
な
ど
と

い

っ
た
。
小
さ

い
も

の
は
野
菜
類

の

収
穫
用

に
用

い
る
が
、
山
菜

や
き

の
こ
な
ど

の
収
穫
用
に
用

い
ら

れ
る
こ

と
も
あ

る
。
ま
た
、
川
漁

の
際

に
捕

っ
た
魚
を

い
れ
る
の
に
も
用

い
ら
れ

た
。
ビ

ク
も

、

ハ
ケ
ゴ
と
同
様

に
篠
竹

や
竹
を
編

ん
で

つ
く
る
カ
ゴ

で
、

主

に
ひ
も
で
腰
に
さ
げ

て
川
漁
な
ど

に
利
用
さ
れ
た
が
、
今

日
用

い
ら
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。

○

バ
ン
カ
リ
カ
ゴ

(
シ

ョ
イ
カ
ゴ
)

バ
ン
カ
リ
カ
ゴ
は
、
細
く
割

っ
た
竹
を
編
ん
で

つ
く
る
大
き
め

の
シ
ョ

イ
カ
ゴ

(背
負

い
籠

)

に
鍬

・
鎌
な
ど

の
道

具
を

い
れ
た
り
、
野
菜
な
ど
を
運

ぶ
の
に
用

い
ら
れ
る
。

在
も

一
部

の
農
家
で
使
わ
れ

て
い
る
。

0
タ
ガ

ラ
カ
ゴ

割

っ
た
竹
を
目
を
粗
く
編

ん
で
背
負

い
籠
に
し
た
も

の
で
、

田
畑
に
運
ぶ
の
に
用

い
ら
れ
た
。

0
草
刈
り
カ
ゴ

竹
を
幅
広
に
割
り

、
目
を
粗
く
編
ん
で
大
型
の
背
負

い
籠

に
し
た
も

の
で
、

灘
懸
灘

の
こ
と

で
、
背
負

い
ひ
も
を

つ
け

て
背
負

っ
て
物
を
運
ぶ
の
に
使
う
。
畑
仕
事
の
と
き

比
較
的
利
用
頻
度
が
高
く
、
現

広

口
で
底
部
は
円
錐
状

で
あ
る
。

田
畑
に
着
く
と
前
か
が
み
に
な

っ
て
頭
か
ら
お
ろ
し
た
。

主
に
堆
肥
を

円
筒
形

で
底
が
深

い
。
主

に
馬

に
与
え
る
草
を

刈

っ
て
馬
屋
ま

で
運
ぶ

の
に
使
わ

れ
た
。
馬

の
飼
育
が
な
く

な

っ
た
今

日
は
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ

【写真雪9】ショイカゴ(提 供 後 藤助一郎)

曝

欝
轟

繍【写真20】 バ ンカ リカゴ(提 供 後藤助一郎)【写真21】 タガラカゴ(提 供 後藤 助一郎)
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て

い
な

い
。

0

ボ

テ

カ
ゴ

・
テ

ン
ビ

ン

ご

ん

び

ん

ぽ
う

ボ
テ
カ
ゴ
は
、
天
秤
棒

の
両
端

に
さ
げ

て
物
を
運
ぶ
た
め
の
竹
籠

で
あ
る
。

口
は
広

い
が
底
は
浅

い
。
ふ
ち

に
二
か
所
ず

つ
ひ
も
を

つ
け
、
長

さ
五
、
六
尺

の
天
秤
棒

の
先

の
ツ
メ
に
か
け
て
さ
げ
る
。
堆
肥
を
運
ん
だ
り

水
汲

み
に
も
使
わ
れ
た
。
魚
の
行
商

の
こ
と
を
ボ

テ
フ
リ
と

い
う

の
は
、

こ
の
天
秤
棒
を
担

い
で
魚
を
売
り
歩

く
姿
を

い
っ
た
も

の
で
あ
る
。

○

モ

ッ
コ

藁
縄
な
ど
を
正
方
形
に
編
ん
で
四
隅

に
ひ
も
を

つ
け

て
輪
状

に
し
た
も

の
で
、
こ

の
ひ
も

に
棒
を
と
お
し

て

二
人
が
か
り

で
担
ぎ
、
土
砂
や
農
産
物
な
ど
を

い
れ
て
運
ぶ
。

土
方

モ

ッ
コ
な
ど
と

い
っ
て
、
丈
夫
な
藤
蔓

で

つ
く

っ
た
も

の
は
土
木
作
業

に
は
欠
か
せ
な
か

っ
た
。

0
シ

ョ
イ

ナ
ワ

(背
負

い
縄
)

・
ハ
ヨ
ナ

ワ

藁

や
藤

・
シ
ナ
皮
な
ど
を
よ
じ

っ
て

つ
く
る
縄

で
、
薪
や
柴

、
稲

や
草
、
肥
料
な
ど

農

作
業

の
ほ
か
山
仕
事
に
も
用

い
ら
れ
・
非
常

に
用
途

が
広

か

っ
た
・

ハ
ヨ
ナ
ワ
は
・

甑
毒

藁

で
な

っ
た
縄
三
本
を
よ
り
あ

わ
せ
て
太
く
丈
夫
に
し
た
も

の
で
、
木
を
切
り
出
し
た

り

、
橋

の
補
修
な
ど

の
集
落
総
出

の
力
仕
事

に
用

い
ら
れ
た
。
正
月
九

日
を

ハ
ヨ
ナ
ワ

モ
ジ
リ
な
ど
と

い
い
、
集
落
全

戸
が
集
ま

っ
て

一
年
分

の
ハ
ヨ
ナ
ワ
を
よ
じ
る
日
と
し

て

い
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

○

ヤ
セ
ウ

マ

杉

の
木
を

二
つ
に
割

っ
て
枠
と

し
て
、
上

・
中

・
下

の
三
か
所

に
横
木
を
渡
し
、
背

繕鱒 轡脚欝蜘

-

「

墜
難

騨
響

辱

帽

【写真23】 ヤ セウマ(提 供 後藤助一郎)【 写 真22】 天秤棒(提 供 石 川光枝)
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に
あ
た
る
部
分
に
細

い
縄
を
巻
き

つ
け
、
背
負

い
縄
を

つ
け
た
も

の
で
あ

る
。
主

に
山
か
ら
薪

や
柴
な
ど
を
切
り
出
し
た
と
き

や
、
ヤ
セ
ウ

マ
に
ひ
も

で
結
わ
え

つ
け
て
運

ん
だ
。

○
大
八
車

・
リ
ヤ
カ
ー

大

八
車

は
木
製

の
二
輪
車

で
、
前
後

に
ひ
き
手
と
押
し
手
が

つ
い
て
移
動
す

る
。
主

に
堆

肥
や
野
菜

な
ど
を
運

ぶ
の
に
用

い
ら
れ
た
。
明
暦

三
年

(
一
六

五
七
)

の
江
戸
の
大
火

で
復
興
事
業

に
用

い
ら
れ
た

の
が
最
初
と

さ
れ
る
が
、
農
村
部
に
普
及
し
た

の
は
明
治
維
新
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。

リ
ヤ
カ
ー
は
大
正
初
期

に
日
本

で
考
案

さ
れ
た
と

い
い
、
農
村
部
に
は
昭
和
初
期
か
ら
普
及
し
は
じ
め
た
。
車
体
が
鉄
パ
イ
プ
製

で
、
人
が

一
人
で

ひ
い
た
り
、
自
転
車

の
後

ろ
に
つ
な

い
で
ひ

い
た
り
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。
リ
ヤ
カ
ー
や
ト
ラ

ッ
ク
の
普
及
で
、
大

八
車
は
次
第
に
姿
を
消
し
て

い

っ
た
。

〇

一
輪
車

道
幅

の
せ
ま

い
と
こ
ろ
で
は

一
輪
車
が
用

い
ら
れ
る
。

一
般
に
は
ネ

コ

・
猫
車
な
ど
と
よ
ば
れ
、

い
つ
ご

ろ

か
ら
普
及
し
た
か
は
明
確

で
な

い
が
、
木
製
の
も

の
は
か
な
り
古

い
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
と

い
う
説
が
あ

る
。
福
島
県
内
で
は
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
普

及
し
た
。
土
木
工
事

に
欠
か
せ
な

い
も

の
で
あ
る
が
、
農
家

で

も
肥
料

や
堆
肥
、
野
菜
な
ど
を
運

ぶ
の
に
多

用
さ
れ
て
い
る
。

古
く
か

ら
の
馬
産
地
で
あ
る
東
北
地
方

で
は
、
重

い
荷
物

や
大
量

に
ま
と
め
て
運
ぶ
場
合

に
、

畜

力

運

搬

力

の
強

い
馬
が
用

い
ら
れ
た
。

軍
馬
が
徴
用
さ
れ
た
明
治
期
以
降
に
は

↓
部
に
牛

に
よ
る
輸

送
も

み
ら
れ
た
が
、
馬

に
比

べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
か

っ
た
。

馬

に
よ
る
運
搬
法
は
、
馬

の
背

に
荷
鞍
を

つ
け

て
の
せ

る
方
法
と
、
馬

に
荷
車
を
ひ
か
せ
る
方
法

(馬
車
)

と
が
あ

る
。

○
荷
鞍

・
タ

レ
ビ
ク

【写真24】 荷鞍(提 供 関根平 一郎)
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現
在
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て

い
な

い
が
、
馬

の
背

に
稲
藁

や
田
の
草

・
薪
な
ど
を

の
せ

て
運
ぶ

の
に
利
用
さ
れ

た
。
タ
レ
ビ

ク
は
、
荷
鞍
骨
と
布
団
か
ら
な
り
、
運
搬
す

る
荷

の
種
類
に
よ

っ
て
荷

つ
け
縄
や
腹

帯
止

め
な
ど

が

つ
け

ら
れ
る
。

○
馬
車

馬
に
ひ
か
せ
る
荷
車
は
、

一
般

に
人
力
に
よ
る
荷
車

よ
り
大
型

で
あ
る
。

明
治
以
降
、
道
路

の
整
備

が
着

々

と
進

め
ら
れ
る
と
馬
車
が
急
速

に
普
及
し
、
人
や
荷
物

の
運
搬
は
ほ
と
ん
ど
馬
車

に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
よ
う

に

な

っ
た
。

陸
羽
街
道

の
宿
駅
で
あ

っ
た
矢
吹

で
は
、
明
治
十

四
年

(
一
八
八

一
)
ご
ろ
に
宇
都
宮

・
福
島

間
に
定
期
馬

車

が
走
り
は
じ
め
る
と
、
馬
車

の
継
立
所
が
設
け
ら
れ
、
馬
車
に
よ
る
人
と
物

の
輸
送

の
中
継
地
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
詳
細

に

つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
た

い
。

二

乗
り
物

陸
羽
街
道

を
往
来
す

る
馬
車
が
、
荷
物
だ

乗

合

馬

車

け
で
な
く
旅
客
も

の
せ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
明
治
十

四
年
に
白
河
本
町
の
成
皿運
社
が
宇
都
宮

・
福

島

間
を

二
頭
立
馬
車
で
往
復
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
明
治

十
七
年

に
は
白
河
町
中
町

の
郵
便
局
長

・
常
般
皿糸
太
郎
が
設

立
し
た
神
竜
社
が
、
白
河

・
福
島

間
で
運
行
し
た
郵
便
馬
車

【写真26】馬車運送(提 供 関根忠志)

【写真25】 木 の葉 ビク【写 真27】 馬車運送(提 供 佐藤清一)
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に
客
も

の
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
同
十
九
年
七
月
か
ら
は
別
に
乗
合
馬

車
も
運
行

さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
料
金
は

「
昼
夜
晴
雨
を
論
ぜ
ず
」

一

里
に

つ
き

五
銭

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
明
治

二
十
年

(
一
八
八
七
)

の
鉄
道
開
通
と
と
も

に
、
長

距
離
の
乗
合
馬
車

・
郵
便
馬
車
な
ど
は
、
そ

の
任
務
を
鉄
道
に
譲

る
こ

と
と
な
り
、
鉄
道

の
補
助
機
関
と
し

て
駅
と
周
辺
地
域
と

の
問
の
輸

送

を
主
に
担
う

こ
と
と
な

っ
た
。

人
力
車

は
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
、
東
京

の
和
泉

人

力

車

要
助
ら
が
馬
車
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
製
造
し
営
業
を

は

じ
め
た
と
さ
れ

る

(
『
口
本
歴
史
大
辞
典
』
)
。
矢
吹
町
周
辺

で
は
明
治

十
二
、
三
年
ご

ろ
か
ら
普
及
し
は
じ
め
た
と
み
ら
れ
、

医

者
が
利

用
し
た
。
明
治
十
⊥ハ
年

に
は
、

十
郎
)

矢
吹
周

辺
で
も
上
層
階
級

の
乗
り
物
と

し
て
役
人
や

白
河

に
あ

っ
た
人
力
会
社

一
心
社

の
継
立
所
が
今

出
屋

(熊
田
勘

に

つ
く
ら
れ
、
白
河

・
福
島
問

の
人
力
車
に
よ
る
の
り
継
ぎ
輸
送
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
。

自
転
車
は

一
八

一
八
年

に
ド
イ

ツ
人

の
ド
ラ
イ
ス
男
爵
が
発
明
し
た
と
さ
れ
、
日
本

へ
は

自

転

車

幕
末
か
ら
明
治
初
期

に
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
。
矢
吹
町
周
辺

で
の
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
大

正
時
代
と
思
わ
れ
、
昭
和
初
期

に

一
気
に
普
及
し
て
、
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

自
動
車

の
歴
史
は
、
蒸
気
自
動
車

の
起
源
に
ま

で
遡
れ
ば

二
.
一〇
年
以
k
前

の
フ
ラ
ン
ス

自

動

車

で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
な
ガ

ソ
リ

ン
自
動
車

は
、

一
八
八
六
年
に
ド
イ

ツ
の
ダ
イ

ム
ラ
ー

と
ベ

ン
ツ
の
発
明

に
よ
る
。
日
本
最
初

の
自
動
車
は
、
明
治
三
十

三
年

(
一
九
〇
〇
)
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

【写真28】盛運社広告(提 供 円谷重夫)

【写真29】大正初期の乗用車 ・筑前屋前
(提供 仲西正次)

【写真30】 中村屋 自動車部タクシー ・昭和初期
〔提供 青木修一)
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コ
日
本
人
会
が
当
時

の
皇
太
子

(大
正
天
皇
)
に
贈

っ
た
も

の
と
さ
れ
、

一
般

に
普
及
す
る

の
は
大
正

の
末

ご

ろ
か
ら

で
あ

る
。

昭
和
五
年

に
、
白

河

で
は
貨

物
自
動

車

一
〇

台
、
自

動
車

一
〇
台
と
報

告
さ

れ
て

い
る

(
『白

河
市

史
』
下
)
。
そ

の
後

、
自

動
車

の
台
数
は
年

々
増
加

し
た
が
、
戦
時
中

は
木
炭

車

の
時
代
と
な
り
、

戦
後

に
再
び
ガ

ソ
リ
ン
車

の
時
代
と
な
る
。

町
内
で
は
、
昭
和
十
六
年

一
.月
に
は
矢
吹
合

同
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
有
限
会
社
が
、
矢
吹
字
岡
谷
地

に
本

店
を
お

い
て
発
足
し
た
が
、
同
十
八
年
末

に
白
河
貨
物
自
動
車

へ
の
事
業
譲
渡
に
よ
り
解
散
し

て
い
る
。

自
動
車

の
改
良
と
普
及
、

こ
れ
に
と
も

な
う
道
路

の
舗
装
化
は
昭
和
.
.卜
年
代
後
半
以
降

で
、

一
般
家
庭

に

ま

で
広
く
普

及
す

る
の
は
昭
和
四
卜
年
代

の
こ
と

で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和

卜
七
年
三
月

に
、
政
府
方
針
に
よ
る
県
内

バ
ス
事
業

の
再
編
成
が
断

バ

ス

行
さ
れ
、
こ

の
と
き
本
宮
町
以
南

の
二
二
の
バ

ス
事
業
者

の
う
ち
、
比
較
的
規
模

の
大
き
か

っ
た
福
島
合

同
自
動
車

(福
島
市
)
と
郡
山
自
動
車

(郡
山
市
)
が
共
同
出
資

し
て
設
立
し
た
県
南
交
通
株
式

会
社
が
ほ
か
の
事
業
者
を
買
収
し
、
昭
和

十
八
年

に
福
島
県
南
交
通
株
式
会
社
が
本
社
を
郡
山
市
に
お

い
て
発

足
し
た
。

バ

ス
と

い
っ
て
も
当
時
は
ほ
と
ん
ど

が
五
、
六
人

の
り

の
ボ

ン
ネ

ッ
ト
式
木
炭
車

で
あ
り
、
矢
吹

駅
前

に
も

石
川
町
や
棚
倉
町

・
大
信
村
方
面

へ
向

か
う

バ
ス
の
発
着
所
が
あ

っ
た
。
県
南
交
通
は
昭
和
三
十
六
年

に
福
島

電
鉄
株
式
会
社
と
合
併
し

て
い
る

(『
写
真

で
つ
づ
る
福
島
交
通
七
卜
年

の
歩
み
』
福
島
交
通
株
式
会
社

・
昭

和
五
十

二
年
)
。

　

運

導
ら

炉

む

ノ ＼ ,荊

勢

な ヤ

贋 ヒ

【写真31】 木炭バス(昭 和20年 代)
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第
三
節

通

信

一

情
報
伝
達

の
手
段

通
信
と
は
自
分

の
意
思

や
情
報
を
他

人
に
伝

達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
意
思

や
情
報
は
言
葉

や
文
字

に
表

現
さ
れ
、
そ

の
言
葉

・
文
字
が
手
紙
、
電

信

・
電
話
な
ど
を
媒
体

に
し

て
伝
達

さ
れ

る
。
ま
た
、
言
葉
や
文
字

に
よ
ら
ず
、
音
や
記
号
な
ど
を
用

い
た
通
信
手
段
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
通
信
手
段

は
、
近
代
以
降

に
目
覚
し

い
発
達
を
遂
げ
、
近
年
は
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
新
た
な
情
報
伝
達

の
手
段
が
急
速
に
普

及
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
情
報

を
瞬
時
か

つ
大
量

に
や
り
と
り
で
き

る
時
代
と
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
地
域
社
会

の
営
み
の
中
で
伝
統
的

に
用

い
ら
れ
て
き
た
情
報
伝
達

の
手

段
に

つ
い
て
触
れ
る
。

プ
レ

・
シ
ラ
セ

電
話
が
普
及
す

る
以
前

、
集
落
内

の
各

戸
に
連
絡
す

る
事
項
が
あ
る
場
合
、
係
り

の
人
が
直
接
各

戸
を
回

っ
て
歩

い
た
り
、
決
め

・
イ

イ

ツ

ギ

ら
れ
た
順
番
に
家
か
ら
家

へ
伝
達
し
て

い
っ
た
り
す

る
方
法
が
と
ら
れ
て

い
た
。
各

戸
を
回

っ
て
歩
く
方
法
は

フ
レ

(触

れ
)
と

か

シ
ラ
セ

(知

ら
せ
)
と

い
い
、
家
か
ら
家

へ
伝
達
す
る
方
法

は
イ
イ

ツ
ギ

(言

い
継
ぎ
)
な
ど
と

い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ム
ラ
の
寄
合

や
、
道
普
請

な
ど

の

ニ
ン
ソ
ク

(人
足
)
で
人

々
が
集
ま
る
場
合

に
は
、
そ

の
日
時

・
場
所
を
知
ら
せ
る
た
め
の
フ
レ
が

回

っ
た
。
そ

の
た
め
の
役
職
を
定
め
て

い
た
地
区
も
あ

っ
た
が
、

一
般

に
は
区
長
か
ら
組
長

・
班
長

に
ま
ず
連
絡
が
は

い
り
、
各
組

・
班
長
が
組

・
班

内
を
回

っ
た
。
寄
合

で
の
決
定
事
項
の
伝
達

な
ど
、
特

に
緊
急
を
要
し
な

い
と
き
は
イ
イ

ツ
ギ
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
近
年

で
は
緊
急

の
連
絡
は
電
話

や
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
緊
急

で
な

い
場
合
は
回
覧

で
す
ま
せ
る
場
合
が
多

い
。

一
方
、
祝
儀

・
不
祝
儀
な
ど

の
私
的
な
連
絡
、
結
婚

・
誕
生
の
報
告

や
、
結
婚
式

・
年
祝

・
初
節
供

の
席

へ
の
招
待

な
ど
は
、
近
年
で
も

電
話
な
ど
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の
手
段
に
よ
ら
ず

に
、
あ

い
さ

つ
を
か
ね

て
直
接
出
向

い
て
お
こ
な
う

こ
と
が
多

い
。
不
幸

の
あ

っ
た
と
き

の
シ
ラ
セ
は
緊
急
性

が
高

い
た
め

に
電
話

な
ど

に
よ
る
場
合
も
出

て
き

て

い
る
が
、
占
く
は
そ

の
家

の
親

類

・
知
人
や
組
内

の
各
戸

に
通
知

し
て
回
る

シ
ラ
セ
が

つ
き
、
必
ず

.
天

、
組
で
回
る
も

の
で
あ

っ
た
。

神
事

(か
み
ご
と
)

や
農
休
日
な
ど
の
連
絡
を
、
言
葉
や
文
字

に
よ
ら
ず
、
音
で
集
落
内

神

事

太

鼓

に
伝
え
る
伝
統
的
な
方
法
と
し

て
太
鼓
が
よ
く
用

い
ら
れ
た
。
神

田
や
堤

で
は
、
神
事
太

鼓
と

い
っ
て
夏

の
天
王
様

の
祭
り
や
農
休

日
な
ど
に
、
朝

か
ら
青
年
が
太
鼓
を
た
た

い
て
集
落
内
に
知
ら
せ

た
。
太
鼓
で
の
知
ら
せ
は
青
年
団
の
中

で
当
番
が
あ
り
、
終
る
と
次

の
当
番
に
太
鼓

と
ば
ち
を
ひ
き
継

い
だ
。

火
事
や
出
水

の
と
き
な
ど
も
、
集
落
全

戸
に
た
だ
ち
に
情
報

が
伝
わ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

半
鐘

・
サ
イ
レ
ン

こ
う
し
た
場
合
も
.言
葉
や
文
字
で
な
く
、
大
き
な
音
の
出
る
半
鐘

に
よ

っ
て
集
落
全

戸

に
伝
え

た
。
集
落

の

ほ

ぼ
真

ん
中
に
火

の
見

櫓
が
設
け

ら
れ
、
そ

の

上

に
半
鐘

が
設
置
さ
れ

て
い
た

が
、
近
年
は
サ

イ

レ
ン
が
こ
れ
に
と

っ

て
か
わ

っ
て

い
る
。

号脂

回
覧
板
●
掲
示
板

聯

簿

鄭

回

覧

板

は

、

第

.
一次

大

醇

1

騙買石

鰺

灘礪

.

.

.ド

唱

号

畷購

騰騰

懸麟

ー
認止

笠劇

翻

余

姦

ー
鑓

灘

買

塞

箏

　
,

信

塚
卿

!
炭

畢

火適鋼

.

・山萱

登,ー

種

別近火信号

ー
{
}

出

場

信

号
5

ー雁援熔吻

細
知

翌㍉ー鎮火信讐出場櫨署網

薦

罐
、写

1
打

鐘

信

号段".葛、ザ「[ウ

働＼

.

選二ぐ亨菊,・一一輿・

◎毒

憂

・

態二寧三一嚢輿讐鼎一一喚ζ…ヒの玖打畠三タ三曇蕊脚打

為 ,

噸

臓

脳
国

凝「

講紳

b

撃

火災

警
報
発今

燈号

讐ぎ
買

魚
ヒ

琴
乱

欝

奮

鱒

福
『翼

騒
ぎ
、

謙

羅

翻

備

、駐い

火災

警報

解
除信

号
、
.
塾

職

・

羅

触

舜二愈岬纏・三嚢ヒ納級21一

乳擁

.
、

叢》

罐

■

騨
麟藩

旭
集
僖
号

欝耀

欝鐸

鷺

.
蕎

圏響

齢

羅

1
唱

囲
璽.

摩

騙馨

謹

舞

-

睦悲

肇

.

咤「

,
,、

ー騒

・

ー
饗

繍

璽

ー

ー

遷

,寒

「
、

磯

。

甲

.
婁噂
…

【写真32】 ふ れ太鼓【写真351矢 吹町防災無線 【写真33】 火の見櫓
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戦
中
に
隣
組
制
度
が
導
入
さ
れ
た
際
に
普

及
し
た
。
今

日
で
も
各

地

区

の
ほ
と
ん
ど

の
組

・
班
単
位
で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

掲
示
板
は
文
書

や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
貼

り
出
す
も

の
で
、
ム
ラ
の

入

口
や
辻
な
ど
の
人
目

に
つ
く
場
所
や
、
地
区
集
会
所
な
ど

の
公
共

ニ

つ
さ

つ

ば

施
設
に
接
し
て
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
多

い
。
近
世

の
高
札
場
を
ひ
き

継
ぐ
も

の
と
も
考
え

ら
れ

る
が
、
今
日

の
掲
示
板
は
地
区

の
行
事

や

生
活
に
か
か
わ
る
諸
情
報
な
ど

の
身
近
な
伝
達
手
段
と
し

て
利
用
さ

れ

て
い
る
。二

通
信
の
発
達
と
く
ら
し
の
変
化

明
治
三
年

(
↓
八
七
〇
)
に

「郵
便

の
父
」
前

郵
便
局
の
開
設

島
密

に
よ

っ
て
導

入
さ
れ
た
近
代

の
郵
便
制
度

は
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
確
立
し
た
飛
脚
や
飛
脚

問
屋

の
家
業
に
多

大
な
打
撃
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
官
制

の
郵
便
制
度

の
確
立

に
よ
り
、

郵
便
が
物
流
か
ら
独
立
し

て
近
代
以
降

の
主
要
な
通
信
手
段
と
し
て

発
達
し
た
意
義

は
大
き

い
。
特
に
全
国
均

一
料
金

(明
治
六
年
三
月

十

日
よ
り

)
、
郵
便

料
前
払

い

(切
手
)
な
ど

の
近
代
的

な
郵

便
シ

ス
テ
ム
は
、
通
信

の
飛
躍
的
発
達
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

【写真36】 回覧板【写真38】旧矢吹郵便局

【写真39】旧中畑郵便局

【写真37】 掲示板
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最
初

の
郵
便

取
扱
所
は
各
宿
駅
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
た
め
、
矢

吹
で
も
矢
吹
村
東
側
六
〇

番
地
に
福
島
駅
逓
出
張
局
所
管

の
矢
吹
駅
郵
便
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
、
同
日
よ
り
営
業
を
開

始
し
た
。
当
初
の
管
轄
区
域
は
、
矢
吹

・
信
夫

・
川
崎

・
関
平

・
吉
子
川

・
滑
津

・
中
畑

・

三
神

の
各
村
で
あ

っ
た
。
中
畑
村

に
も
、
明
治
七
年

に
郵
便
取
扱
所
が
設
け
ら
れ
、
同
十
六

年

(
一
八
八
三
)
九
月

二
十
八
日
廃
止
さ
れ
る
ま

で
中
畑

・
中
野
目

・
滑
津

・
川
原
田

・
関

和
久
を
受

け
持

っ
た
。

明
治

二
十

五
年

(
一
八
九

二
)
、
矢
吹

郵
便
局
は
矢

吹
町
西
側
四
七
番
地
に
移
転
し
、
大

正
十
三
年

(
一
九
二
四
)

一
月

に
局
舎

の
新
築
を

お
こ
な

っ
て
い
る
。
三
神
村

で
は
、
昭
和

三
年

(
一
九

二
八
)
二
月
に
三
城
目
字

下
町
三
三
番

地
に
三
神
郵
便
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
、

中
畑
村

で
も
、
昭
和
十

三
年

(
一
九
三
八
)
十
月
に
特
定
郵
便
局
と
し
て
本
村

に
設
置
さ
れ

た
。配

達
郵
便
は
各
局

の
配
達
夫
が
徒
歩
で
、
受
持

区
域
を

一
日

一
、
二
回
配
達
し
て
回

っ
た
。

明
治
ヒ
年

(
一
八
七
四
)
七
月
、
自
河
郵
便
役
所

(局

)
に
電
信

電
信

・
電
話
の
開
通

局
が
設
置
さ
れ
た
。
同
月
二
十

日
第

一
信
が
通
信
さ
れ
る
が
、

こ

れ
は
東
北
地
方
に
お
け
る
電
信
第

.
号
で
あ

っ
た
。

矢
吹

に
電
信

・
電
話

が
開
通
す
る

の
は
明
治
四
十

三
年

(
一
九

一
〇
)
で
あ
る
。

九

一
五
)
三
月
十

一
日
で
、
電
信
は
翌
十
二
日
よ
り
電
報
取
扱

い
を
開
始

し
、

鏡

石
の
各
村

の

一
部
を
受
持
ち
区
域
と
し
て

い
る
。

電
話

の
開
通
は
大
正
十

二
年

(
一
九
二
三
)
、
矢
吹
町
特
設
電
話
組
合

が
生
れ
、

【写真40】 旧三 神郵便局【写真41】 郵便 ポス ト

 

矢

吹

郵

便
局

に
電

信

・
電

話

が

架

設

さ
れ

た

の
は

大

正

四
年

(
一

矢

吹

町

・
中

畑

・
三
神

・
川

崎

・
信
夫

の
各

村

と

、

吉

子

川

・
広

戸

・

組
合
長
ほ
か
八
〇
名

の
申
込
み
が
あ

っ
た
が
四
〇
名
だ

け
認

可
さ
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れ
、
関
東
大
震
災
後

の
資
材

不
足
な
ど
も
あ

っ
て
、
よ
う

や
く
同
十
三
年
二
月
十

一
日
に
開
通

し
た
。

こ
の
と
き

の
加
入
地
域
は
大
字
矢
吹

の
陳
場
、

一
本
木
小
池

下

.
大
池

.
宮

の
前
を
除
く
地
域
と
、
大
字

中
畑
新
田

の
八
幡
原
を
除
く
地
域
、
そ
れ
に
大
字
大
和
久
字
大
和
内
だ
け

で
、
市
外
通
話
は

白

河
と
棚
倉
だ
け

で
あ

っ
た
。

そ
の
後

、
電
話
網
は
だ
ん
だ

ん
広
が
り
、
中
畑
村
の

一
部
、
三
神
村

の

一
部

、
鏡
石
村

の

一
部
、
広
戸
村

の

一
部
も
矢
吹
局
扱

い
と
な
る
。

三
神
郵
便
局

で
電
信

・
電
話
を
と
り
扱

っ
た

の
は
昭
和
十
年
六
月
二
十
日
、
中
畑
郵
便
局
は
そ
れ
よ
り

お
く
れ

て
、
昭
和
二
十
三
年
九
月

二
十
三
日

で
あ
る
。

首
都
圏

で
は
戦
前
か
ら
電
信

.
電
話
局
が
存
在
し
た
が
、
地
方

で
は
昭
利
三
十
年
ご

ろ
に
な

っ
て
郵
便
局
が
電
信

・
電
話
事
業
か
ら
よ
う

や
く
撤
退

す
る
。
こ
の
こ
ろ
、
農
村
部
で
は
戦
前

に
郵
便
局
が
架
設

し
た
既
存

の
電
話
線
を
利
用
し
た
農
集
電
話
が
普
及
し
、
特
に
旧
矢
吹
町
内
を
中
心
に
町
内

の
多
く

の
家

々
に
ダ
イ
ヤ
ル
式

の
電
話
機
が
お
か
れ
て

い
た
。

こ
の
電
話
機
は
町
外

に
か
け
る
と
き
も
交
換
手

に
よ
る
呼
び
出
し
を
必
要
と
し
な
か

っ

た
が
、
五
～
七
軒
で

一
回
線
を
共
有
し
た
た
め
に
、
回
線
を
共
有
す
る
家
で
使
用
し

て
い
る
と
き
は
通
話

で
き
な

い
不
便
が
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十

一
年

に
矢
吹

・
中
畑

・
三
神

の
三
農
協
が
新
規

の
架
設

に
よ

る
有
線
放
送
電
話

の
設
置
を
議
決
し
、
同
四
十
三
年
七
月
か
ら
使

用
を

開
始
し

て
い
る
。
有
線
放
送
事
業

の
目
的
は
通
話
だ
け

で
な
く
災
害
時
な
ど

の
緊
急
放
送
や
連

絡
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
畑
字
三
枚
発
田

に
本
部
交
換
施
設
を
お

い
て
事
業
を
開
始
し
た
。
有
線
放
送
は
回
線

の
共
有

が
な
か

っ
た
た
め
町
内

で
の
通
話

に
支
障
が
な
か

っ
た
が
、
逆

に
町
外

に

か
け
る
と
き
は
交
換
手

に
よ
る
呼
び
出
し
が
必
要
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
特
に
旧
中
畑
村

・
旧
三
神
村

の
多
く
の
家
庭

で
は
、

一
家
に
二
台

の
電
話
機
を
使

い
わ
け
て

い
た
時
代
が
あ

っ
た
。

最
終
的

に
は
電
信
電
話
公
社
が
町
内
に
局
を
開
設
し
て
既
存

の
電
話
機

は
使
え
な
く
な
り
、
農
協

の
有
線
放
送
事

業
も
終
了
し

て
い
る
。
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第
四
節

交

易

一

行
商
と
市

易第四節 交

自
給

用
の
米

・
野
菜
な
ど
を
の
ぞ
く
食
料
品
や
日
用
雑
貨
、
衣
類
な
ど
は
、
矢
吹

や
須
賀
川
、
白
河
な
ど

の
町
場

に
出

て
買

い
物
を

行

商

す
る
こ
と

が
多
か

っ
た
が
、
逆

に
そ
う
し
た
町
場
か
ら
村

々
に
く
る
行
商
も
多

か

っ
た
。
中
畑
に
は
昭
和

二
十

五
年
ご

ろ
ま
で
、
白

河
か
ら
野
菜

・
小
間
物
な
ど
を
売

る
行
商
が
き
て

い
た
と

い
う
。
ま
た
、
神

田

・
中
野
目

・
三
城
目
な
ど

に
は
、
昭
和
十
年

か
ら
二
十
年
ご
ろ
ま
で
川

三
城
目
な
ど
に
は

辺

(現
玉
川
村
)

の
魚
屋
が
行
商
に
き

て

い
た
。
須
賀
川

に
も
行
商
を
す
る
魚

屋
が
あ
り
、

頻
繁
に
き

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

自
動
車

の
な

い
時
代

の
行
商
は
、
シ

ョ
イ
カ
ゴ

(背
負
籠
)
を
背
負

っ
た
り
、
ボ
テ
フ
リ

(棒
手
振
)
な
ど

と

い

っ
て
天
秤
棒
を
担

い
で
歩
く
姿
が
よ
く
み
ら
れ
た
が
、
昭
和
初
期

に
は
ほ
と
ん
ど
が
自
転
車

で
リ
ヤ
カ
ー

を
ひ

い
て
歩
く
よ
う

に
な
り
、
昭
和
十
年
代
以
降

に
は

一
部

に
小
型
ト
ラ

ッ
ク
で
売
り
歩
く
行
商
も
出

て
き
た
。

ま
え

た

ま
さ
と
し

は
ん
こ
ん
た
ん

富

山

の

薬

売

り

●

富
山

の
薬
売
り
は
、
富
山
藩

二
代
藩

王

.
前

田
正
甫
が
、
薬
売

人
に
反
魂
丹
と

い
う

越
後
の
毒
消
し
売

り

黒

い
丸
薬
を
持
た
せ
て
他
領

へ
売
り

に
出
向
か
せ
た

の
が
起
源
で
あ
る
と

い
う
。
富

山

の
薬
売
り
は
、
得
意

先
に
木

製
の
箱
を
お

い
て
毎
月
定
期
的
に
訪

問
し
、
使
用
し
た
分

の
薬
を
補
充

し
て
代

金
を
請
求

し
て
い
く

「
置
き
薬
」

の
方
式
を
普
及
さ
せ
、
ほ
ぼ
全

国
規
模

に
販
路
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
得
意

先

の
家
族

の
健
康
状
態
な
ど
が
細
か
く
書
か
れ
た

「
懸
場

帳

」
を
持
ち
、
訪
問
す

る
た
び

に
家
族

の
健
康
状

簸離講鱗
【写真42】富山の置き薬箱(提 供 星圭司郎)
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【写真43】 置 き薬の内容

【写真44】現在の売薬商人のようす

態
を
う
か
が

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
勧

め
た
り
、
薬
だ
け

で
な
く

「
売
薬
版
画
」

や
紙

風
船

な
ど

の
子
ど
も

に
喜
ば
れ

る
品
物
を

配

っ
て
顧

客
を

つ
な
ぎ
と
め
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
と

っ
た
。

越
後

の
毒
消

し
売
り
は
、
明
治
初
期
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
を
発
祥

地
と
す

る
薬
売
り

の
こ
と
で
、
毒

消
し
と

よ
ば
れ
た
腹
痛

の
薬
な
ど
を
各

地

に
売
り
歩

い
た
。
富
山

の
薬
売
り

が
男
性
中
心

で
、
置
き
薬
の
方
法
を

と

っ
た

の
に
対
し

て
、
越
後

の
薬
売
り
は
女
性
が
中
心
で
、
現
金
払

い
の

方
法
を
と

っ
た
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代

が
全
盛
期

で
あ

っ
た
。

富
山

の
薬
売
り
も
、
越
後

の
毒
消
し
売
り
も
、
矢
吹
町
内

に
多
く

の
顧

客
が
あ

っ
た
よ
う

で
あ
り
、
根
宿

で
は
現
在
も
富
山
の
売
薬
商
人
が
来
訪
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す
る
家
が
あ
る
。

矢
吹
町
内
で
開
か
れ
た
定
期
市
と
し
て
は
、
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
ご
ろ
か
ら
開
設
さ
れ
た
馬

の
耀
市
が
も

っ
と
も
規
模
が
大

市

き
か

っ
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
次

項
に
譲

る
。
馬
市
以
外

で
は
、
昭
和
十
年
代
ま
で
矢
吹

の
本
村

の
と
お
り
で
、
大
晦

日
に
暮
れ

の
市

、
正
月

に
初
市
が
小
規
模

な
が
ら
開
か
れ
て

い
た
。
塩
引
き

の
魚
、
砂
糖
、
油

・
昆
布
な
ど
が
売
ら
れ
た
。

二

馬
市
と
馬
喰

馬
市
の
盛
衰

白

河
地
方

の
馬
産
は
古
く
か
ら
か
な
り
広
く
お
こ
な
わ

れ
、
藩

の
財
政
と
農

民
の
現
金
収
入
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な

い
産
業

で
あ

っ

た
。



易第四節 父

矢
吹

で
は
、
明
治
十

七
年

(
一
八

八
四
)
ご
ろ
か
ら
馬
の
羅
市
が
は

じ
め
ら
れ
た
。
明
治
四
十
年

(
一
九
〇
七
)
ご
ろ

に
常
設
の
馬
市
と
な

り
、
当
時

の
羅
市
場
は
、
現
在

の
矢
吹
農
協

(J
A
)

の
裏
手
付
近

に

あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
毎
年

三
月
三
卜

一
日
か
ら
四
月
十
日
ま

で
、
ち

ょ
う

ど
矢

吹
神
社

の
春
祭
り
と

同
じ
時
季

で
あ
り
、
「
オ

セ
リ
バ

(
お

競
り

場
)
」
な
ど
と

い

っ
て
、
近

郷
近
在

か
ら
洋
種

・
雑
種
な
ど
を
含

め
あ
わ
せ

て
約
八

〇
〇
頭
も

の
馬
が
集

め
ら
れ
と
り
ひ
き
さ
れ
た
。
関

東

地
方

や
遠
く
九
州
、
岐
阜
県
な
ど
か
ら
も
馬
喰
が
馬

の
買

い
つ
け
に

集
ま
り
、
大
変
な
盛
況
で
あ

っ
た
と

い
う
。

矢
吹

の
旅
館

に
は
、
馬

市
が
盛

ん
で
あ

っ
た
当
時

【表
4
】
矢
吹
駒
羅
、
矢
吹
町
の
成
績
表

の
様
子
を
知

る

「馬
羅
萬

控
」

「
旅
籠
帳

」
な

ど
が

残
さ
れ
て

い
る
。

大
正
六
年

(
一
九

一
七
)

に
矢
吹
で
お
こ
な
わ

れ
た

馬
羅

の
成
績
は
表

4
に
み

る
と
お
り
で
あ

る
。

こ
の

当
時
、
ど

の
農
家
で
も
必

【写真45】 明治7年 ころか らは じめ られた馬 羅風景

(『西白河郡誌』 所収)

【写真46】馬羅萬控(提 供 仲西成子家蔵)

中

畑

地

区

三

神

地

区

矢

吹

地

区

年

次

頭

数

.曲

各須よー

頭

数

価

格

頭

数

価

格

明
治
四一

八
〇
頭

一、
.
、

四

ヒ

ヒ
・

○

円

九
五
頭

三、

九
八
四

二

円

三
五
頭

.

、

二

四

四
・

五

円

四
三

一

〇
〇

四
、

.

三

八
・

五

一

二

〇

四
、

七

七
〇
・

五

、
二

五

一

、

一

五

八
・

五

大

正

一
.一

九
七

四
、

ヒ
三

四
・

五

一

〇
一

四、

三

六
八
・

○

二
九

一

、

三
二

二

・

○

,

○

八 .
二

九
、

三
九
二

九
五

一

〇
、

六、

エ
ハ

三
二

二
、

六
〇
〇

9

一

八
四

一

= `
、

三

三

六

一

〇

〇

.

四、

六

九
四

三
八

四
、

九
二

六

=
二

九
一

一

二
、

二

五

六

九
五

一
一
.
、

九

〇

六

三
七

四
、

五
三

九

一

四

八 .
一

八
、

三
七
〇

八
四

八
、

六

六
四

一

八

一
、

四
八
〇

一

五

八
五

九
、

二
八
二

八 .
一

八
、

六

六
四

四
二

三
、

九
一

二
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【表
5
】
矢
吹
町
の
馬
の
頭
数

(大
正
三
年
)

矢 三 中
吹 神 畑
地 地 地
区 区 区

地
区
別

二 二 三
〇 五 四
六 八 九
頭

A
馬
の
頭
数

一 二 二 晶
八 九 九 唇`五

戸
搭
数

の農
頭家

八 二
一 八 八

数戸
の数
割 に

二 四 三
%

合対
Aす
÷ る
B馬

【写
真

47
】
旅
籠
帳

(提
供

仲
西
成
子
家
蔵

)

ず

一
頭
は
馬
を
飼

っ
て

い
た
と

い
う
。
馬
は
荷
鞍
を

つ
け
た
り
荷
車
を
ひ
か
せ
て
野
菜

の
出
荷
な
ど

の
荷
物

の
運
搬

に

利
用
さ
れ
た
。

一
部
で
農
耕
馬
と
し

て
の
需
要
も

あ

っ
た
。
耀
市

に
出
さ
れ
る
の
は
主

に
満

一
歳
未
満
の
仔
馬

で
あ

っ

た
。昭

和
初
期
以
降
、
各
集
落

の
道
路
改
修
が
進

み
ト
ラ

ッ
ク
が
普
及
し
て
く
る
と
、
駄
馬

の
需
要
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な

り
、
馬

の
飼
育
頭
数
は
急
速

に
減
少
す
る
。
そ
れ

で
も
、
農
耕
馬
と
し

て
の
需
要
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
続

い
た
が
、

昭
和
四
十
年
代
以
降

に
耕
転
機
が
普
及
し
て
く

る
と
馬
を
飼
育
す

る
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

戦
後
、
馬
に
か
わ

っ
て
農
家

で
広
く
飼
育

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
豚

で
あ
り
、
矢
吹
で
も

豚
の
羅
市
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
乳
牛

・
肉
牛

の
多
頭
飼
育
を
は
じ
ま

る
農
家
も
出

て
き
た
。
そ
う

し
た
中

で
、
そ
れ
ま

で
大
町
付
近
に
あ

っ
た
家
畜
市
場
は
、
昭
和

一.十
九
年

に
現
在

の
大
和
久
地
内
に
移
転
さ
れ
、
矢
吹
家
畜
市
場
と
し
て

開
設
さ
れ
、
現
在

に
い
た

っ
て
い
る
。

は
く
ろ
う

ひ

ご

馬
喰
は
馬
や
牛
を
売
買
す

る
商
人

で
あ
り
、
江
戸
時
代

に
は
東
北
諸
藩

の
厚

い
庇
護

の
も
と
に
白

河

馬
喰
の
商

い

な
ど

の
馬
市
を
中
心

に
活
動
し

て
い
た
。
明
治
時
代
以
降
も
、
得
意
先

の
農
家
か
ら
仔
馬
を

ひ
き
と

り
、
白
河
や
矢

吹
の
馬
市

に
出
し

て
全
国
か
ら
集
ま
る
馬
喰
と
の
と
り

ひ
き

の
仲
介
を
し
て
い
た
矢
吹
町
内
の
馬
喰
は
、

【写真48】矢吹家畜市場
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判

明

し

て

い
る

だ

け

で

、

松
倉

に

二
名

、

明

新

に

一
名

、

三
城

目

に

.
名

い
た
。

い
ず

れ

も

主

に

昭
和

二
十

年

代

ま

で

に

商
売

を

止

め

て
お

り

、

と

り

ひ
き

簿

な

ど

も

残

っ
て

い
な

い
の

で
活

動

の
詳

細

は

わ
か

ら
な

い
。

し

か

し

、
白

河

馬

市

で
お

こ

な

わ

れ

て

い
た

馬

喰

の
商

い
の
様

子

を

伝

え

る

史

料

が

あ

る

の

で
、

紹

介

し

た

い
。

白

河
馬

市

に

つ

い

て
は

『福

島

県

産

馬

沿

革

誌

』

に
も

出

て

い

る
が

、

馬
喰

の
商

い

の
様

子

が

極

め

て
詳

細

に

つ
づ

ら

れ

て

い
る
。

白
河

馬
市

ハ
横
町
、

田
町
、
年
貢
町
、
桜

町
ノ
裡
手

田
畑
屋
敷

跡
等

二
仮
小
屋

ヲ
構
ヒ
、
何
県
何

馬
商
ノ
名
札

ヲ
打

チ
、
大
ナ

ル
馬
商

ハ
五
端
綱
、
或
⊥
ハ端
綱

2

ハ
ツ
ナ

ハ
な
七
頭

ヲ

一
組
ト

ス
)

ヲ

ツ
ナ
ギ
、
小

ナ

ル
馬
商

ハ
協
同

シ
テ
店

ヲ
張

レ
リ
、
買
人

ハ
県

下
産
馬
地

ノ
各

郡
、
群
馬

、
栃
木
、
千
葉

、
埼
玉
、
神

奈
川

、
東
京
、
静
岡

、
愛

知
等

ヨ
リ
集

ル
、
其
賑
シ
キ
事
、
實

二
名
状

ノ
外
也
。
馬

ヲ
ナ

ラ
ベ
タ
ル
所

二
至
レ

バ
、
馬
商

ハ
買
人
等

二
向

ヒ
、
ド

ノ
様

ナ
馬

ヲ
望

ム
カ
ヲ
問
ヒ
、
或

ハ
農

用
向

ト
云

ヒ
、
或

ハ
種

馬
向
キ
、
或

ハ
乗
馬
向
ト
答

フ
。

ソ
レ
ナ

ラ
、
此

馬

ハ
如
何
ナ

ル
ヤ
ト
客

二
引
合

セ
、
兎

二
角
馬

ヲ
見

テ
ク
レ
ト

テ
丁
寧

二
化
粧

ヲ
付

ケ
、
例

ノ
博
労
講
釈

ニ
テ
真
事

空
事
取
雑

ゼ
シ
ヤ

ベ
リ
散

シ
、
ヒ
八
間

モ
引
歩

セ
足
並

歩
様

ヲ
示

シ
、
買
手

二
於

テ
気

二
入

ッ
タ
ト
ナ

レ
バ
、

隣

ノ
近
所
ノ
博
労
仲

間
集

リ
来
リ
イ

ク
ラ
イ
ク
ラ

ニ
買

ヒ
売

レ
ト
仲
裁

シ
、
結
局
買
手

ハ
百
円

ト
直
段

ヲ
ツ
ケ
、
売

テ
ハ
百
十

円
ナ

ラ
デ
ハ
売

ラ
ズ

ト
イ

フ
様

ナ
、

売
買

両
者

ノ
問

に
大

シ
タ
直
段

ノ
相
違

ナ
キ

ニ
至
リ
、
売

レ
買
ヒ
ト

ノ
仲
裁
言
葉

ト
共

二
、

一
方

ハ
買
手

ノ
背
中

ヲ
打
チ
、

一
方

ハ
売

人
ノ
手

ヲ
撃

ル
等

、
其
喉

サ
此
道

二
通
ゼ

ラ
ル
モ
ノ

ハ
喧
嘩

デ
モ
ア
ル
カ
ト
疑

フ
位

也
。
カ
ク

テ
直
段

キ

マ
レ
バ

一
同
手
打

ヲ
ナ
シ
、
互

二
御

目
出
度
ト

ノ
禮
儀

ヲ
述

ル
、
之

ヲ
売

買
約
定

済

ノ
証
ト

ス
。

(「
日
本
馬
政
史
』
第

四
巻

昭
和
三
年

・
帝

国
競
馬
会

)

馬

喰

は

馬

を

何

頭
も

手

綱

に

つ
な

い
で

昼
も

夜

も

歩

き

続

け

る

の

で

眠
気

を

払

う

た

め

に

歌

わ

れ
た

歌

が

馬

喰

節

で
あ

る
。

馬

喰

節

は

、

よ

い
馬

が

手

に
は

い

っ
た

と
き

の

祝

い
歌

と

し

て
歌

わ

れ
た

と

い
う

。

矢

吹

に
伝

わ

る
馬

喰

節

は

、

近

年

地

元

の
民

謡

保

存

会

に

よ

っ
て
継

承

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た

(第

八

章

民

俗
芸

能

参

照

)
。
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